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はじめに

本マニュアルでは、労働者死傷病報告(死亡及び休業4日以上・

休業4日未満共通)の作成方法や電子申請方法についてご案内します。

なお令和7年1月1日から労働者死傷病報告の報告事項が改正され、

電子申請が義務化されました。死傷病報告を提出の場合は必ず

電子申請をしてください。

詳細は「労働者死傷病報告の報告事項が改正され、電子申請が義務化

されます(令和７年１月１日施行)(厚生労働省)」をご確認ください。

※令和6年12月31日までの旧様式については、保存データの内容確認のみ

　可能です。

　確認方法は「新労災申請マニュアル(27～29ページ)」をご参照ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/denshishinsei_00002.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/denshishinsei_00002.html
https://www.cells.co.jp/daityo-s/wp-content/uploads/manual/sinrousai.pdf#page=27
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1.1．データを作成する前に

死傷病報告では会社情報の「労働保険」タブや、個人情報の「基本情報」タブ・
「社会・雇用保険関係」タブに入力済みの内容を反映・参照します。
データ作成前に会社情報・個人情報が正しく入力されているか確認し、
修正が必要な場合は事前に修正しておきます。

【会社情報＞労働保険タブ】

　※フォーム内の「基本データと同じ」をクリックすると、「基本データ」タブの内容を反映します。

　　詳細な入力規則はこちら。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151343385


1.　事前準備　

6

【個人情報＞基本情報タブ】

　※氏名・ﾌﾘｶﾞﾅ・生年月日・性別を反映し、職種・入社日を参考値として参照します。

　　詳細な入力規則はこちら。

【個人情報＞社会・雇用保険関係タブ】

　※外国人の場合、国籍・在留資格を参考値として参照します。

　　外国人の個人情報の登録方法はこちら。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151348761
https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406158966297
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死傷病報告は電子申請による申請が必須です。

電子申請にて申請をする場合、「電子申請をするための設定」が必要です。

設定のポイントは大きく以下の6点です。

電子申請をおこなう前に、設定に問題がないか必ずご確認ください。

1. 社会保険労務士の電子証明書はインストールされているか

2. e-Govアカウントと台帳を連動しトークン(※)が取得されているか

(※)電子申請API接続時の本人確認において、認証認可された期限付きパスワード

3. 台帳起動画面の「事務所情報他」から連絡先に関する情報が登録されているか

4. 事業所台帳の会社情報フォーム「基本データ」「電子申請」タブは正しく

入力されているか

5. 事業所台帳の会社情報フォーム「電子申請」タブにPDF形式の提出代行証明書が

登録されているか

6. 事業所台帳の会社情報フォーム「電子申請」タブの住所欄は、都道府県名から

登録されているか

※その他、電子申請をするのために必要な設定についてはこちらをご確認ください。

💡　ポイント

　　電子申請では、利用できる文字に制限があります。

　　会社情報や個人情報等で利用している文字に利用できない文字が含まれる

　　場合、常用漢字など、利用できる文字に置き換えて登録をお願いします。

　　なお、使用できない文字(一例)は下記表の通りです。

　　※使用できない文字の詳細な一覧は
　　　「e-Govホームページ「入力可能な文字について」をご確認ください。

目次へ戻る↑

ローマ数字 Ⅰ 　Ⅱ　Ⅲ　Ⅳ　Ⅴ　Ⅵ　Ⅶ　Ⅷ　Ⅸ　Ⅹ　など

環境依存文字 髙　﨑　栁　など

記号 ①　～　％　＃　｛｝　￥　など

半角カタカナ ｱｲｳｴｵ …

1.2．電子申請をする前に

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151344153
https://shinsei.e-gov.go.jp/contents/help/notes/letters.html
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死傷病報告を電子申請する場合『台帳』では電子署名をつけない処理をしているため、

社会保険労務士証票のコピーの提出が必要です。

社会保険労務士証票のコピーを提出代行証明書に添付する場合、下記も確認を

してください。

※その他電子申請に必要な設定の概要については7ページをご参照ください。

[電子申請タブ]

　雇労保 提出代行(PDF)

　※「プレビュー」をクリックし、提出代行証明書に社会保険労務士証票のコピーが
　　貼付けされているか確認します。

💡　ポイント

　　『台帳』から死傷病報告を電子申請する際、

　　社会保険労務士証票のコピーの貼付けが必要です。(詳細はこちら)

　　添付方法は下記のいずれかの方法があります。

　　　①社会保険労務士証票のコピーを貼付した提出代行証明書を作成する。

　　　②現在利用中の提出代行証明書とは別に、社会保険労務士証票のコピー

　　　　(PDF形式など)を申請の都度添付ファイルとして添付する。

　　　※②は提出先によって対応が異なる場合があります。事前に提出先にて受付

　　　　可能かご確認ください。

　　本マニュアルでは①の方法にてご案内しております。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/42647784823705
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死傷病報告を電子申請する場合「略図」の画像データ添付が必須です。

以下のポイントをご参照のうえ、事前に画像データをご用意ください。

※災害現場等の写真をそのまま添付すると、情報が煩雑化する場合があります。
　簡略化した情報である「略図」のデータの作成を推奨しております。

✓ イラストソフトや手書きで「略図」の画像データを作成する。

※手書きで「略図」を作成した場合、スキャナで取り込みをしたり、

　スマートフォン等で写真に撮ってデータ化をしても構いません。

✓ イラスト等だけでわかりづらい場合、必要に応じて補足説明等を

「略図」内に追記する。

✓ 「JPEG」「PNG」「BMP」のいずれかの形式で作成する。

✓ ファイルサイズは20MB程度に収める。

※電子申請に添付可能なデータは1ファイル最大20MBまでです。
　このサイズを超えると電子申請ができなくなる可能性があるのでご注意ください。

※出典：「帳票入力支援サービスを活用した労働者死傷病報告の電子申請方法について
　　　　　(令和7年1月1日から)」(厚生労働省)

【略図例】

💡　ポイント

　　スキャナで取り込みしたデータやスマートフォン等で撮影したデータが

　　「JPEG」「PNG」「BMP」のいずれの型式でもない場合、オンライン上で

　　ファイルを変換できるサイト等があるようです。

　　「拡張子　変換」や「PDF　変換」等の文言でインターネット検索を

　　お試しください。

　　※ファイル変換サイトの利用方法等は当社ではわかりかねます。
　　　各サイトのサポートページ等をご確認ください。

目次へ戻る↑

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001292159.pdf#page=29
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001292159.pdf#page=29
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2.1．データ作成

1. 事業所ファイルを開き、全ての処理ファイル＞

グループ「労災・雇用・労働保険」＞「新労災申請」を選択し、

「開く」をクリック、または「新労災申請」をダブルクリックします。

2. 「死傷病報告4日以上・4日未満」をクリックします。

目次へ戻る↑
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4. 「事業場情報」タブで、事業場情報を反映したい労働保険番号を

プルダウンより選択します。

3. 「作成」をクリックし、「労働者死傷病報告」入力フォームを開きます。

目次へ戻る↑
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5. 「会社情報」＞「労働保険」タブに登録の事業場情報を反映するので、

必要に応じて入力や修正をします。各項目の入力規則は下部表をご参照ください｡

項目名 入力規則等

①被一括事業場番号

認可通知書の整理番号を半角数字4桁で入力。

※提出先により空欄でも受付可能な場合があるようです。
　空欄での受付が可能か事前に提出先にご確認ください｡

②各事業場情報

「会社情報」＞「労働保険」タブの内容を反映。

手入力の場合「郵便番号」「電話番号」は半角数字、

それ以外は全角で入力。

③事業の種類

プルダウンをクリックし、日本標準産業分類フォームより登録

※フォームの操作方法については13～17ページへ。

※⑴「会社情報」＞「労働保険」タブ＞「事業の種類」を
　　参考値として青文字表示します。

④工事名 全角で入力　※建設業以外は空欄可。

⑤労働者数

半角数字で入力

※⑵個人情報に登録済みの「労保区分」を集計した人数を
　　参考値として青文字表示します。

⑥各事業場の名称 全角で入力　※非該当の場合は空欄可。

⑦派遣労働者が被災した場合は、
　派遣先の事業場の郵便番号

半角数字で入力　※非該当の場合は空欄可。

⑧提出事業者の区分 いずれかにチェック　※非該当の場合はチェック不要。

①

②

③ 

④ 

⑤ ※⑵ 

⑥

⑦ ⑧

目次へ戻る↑

※⑴ 
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➢ 「日本標準産業分類」フォームについて

旧様式では手入力としていた「事業の分類」について、日本標準産業分類の

細分類コードで記載するよう変更になりました。

フォームの操作方法は下記をご参照ください。

※後述する「職種(日本標準職業分類)」「国籍・地域」「在留資格」「傷病名」
　「傷病部位」もおおむね同様の操作方法にて設定が可能です。

⑴ 「大分類」＞「中分類」＞「小分類」＞「細分類」の順に分類を

プルダウンで選択すると「登録内容」欄に登録用コードと詳細を表示します。

※登録フォームの種類によっては選択可能な分類数が異なります。

目次へ戻る↑
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⑵ 「登録内容」欄に表示の内容に間違いがなければ「登録」をクリックで

「事業の種類」欄へ反映します。

目次へ戻る↑
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■ 「検索」枠の活用方法

✓ 選択する分類が不明な場合「検索」枠よりキーワード検索が可能です。

キーワードを入力し「検索」をクリックで検索結果を下部に表示します｡

登録する分類を選択すると各分類と「登録内容」欄に反映するので、

「登録」をクリックし「事業の種類」欄に反映します。

目次へ戻る↑
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✓ 「会社情報」＞「労働保険」タブに「事業の種類」の登録がある場合､

「事業場情報」タブに入力内容を青文字で参考表示し、　　

「日本標準産業分類」フォームの検索枠に「労保タブ値で検索」を

表示します。

「労保タブ値で検索」をクリックで青文字の内容での検索が可能です。

※登録済みの「事業の種類」によっては検索できない場合があります。
　その場合13～14ページの手順で正しい分類を選択するか、別のキーワード
　検索による登録をお試しください。

目次へ戻る↑
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💡　ポイント

　　「被災者情報」タブ内の「職種(日本標準職業分類)」「国籍・地域」

　　「在留資格」の登録フォームでは、それぞれ個人情報の下記情報が

　　登録されている場合に青文字の参考値を表示し、登録フォームに

　　「個人情報値で検索」を表示します。

　　「個人情報値で検索」をクリックで青文字の内容での検索が可能です。

　【個人情報から参考表示するデータ】

● 職種(日本標準職業分類)・「基本情報」タブ＞「職種」欄

● 国籍・地域・・・・・・・「社会・雇用保険関係」タブ＞「国籍」欄

● 在留資格・・・・・・・・「社会・雇用保険関係」タブ＞「在留資格」欄

目次へ戻る↑
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6. 「被災者情報」タブをクリックします。

7. 「個人情報読込」をクリックし、「被災者選択」フォームより

該当の従業員を選択し「OK」をクリックします。

※「リスト設定」で「在職者」「退職者」の表示切替が可能です。

※ 

目次へ戻る↑
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💡　ポイント

　　従業員は「検索」よりキーワード検索が可能です。

　　検索する氏名の一部を入力し「検索」をクリックすると、下部に検索結果を

　　表示します。

　　対象の従業員を検索結果リストより選択し「OK」をクリックで、

　　フォーム上に個人情報を反映します。

目次へ戻る↑
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項目名 入力規則等

①氏名　カナ カタカナ入力　※姓と名の間は1文字空けて入力

②氏名　漢字 全角入力　※姓と名の間は1文字空けて入力

③生年月日 yyyy/mm/dd形式で半角数字で入力

④性別 プルダウンより選択

⑤職種
プルダウンをクリックし、日本標準職業分類フォームより登録

※フォームの操作方法については13～17ページへ。

⑥経験期間

半角数字で入力し、「年」または「月」をプルダウンより選択

※個人情報に登録済みの「入社日」と、データ作成日までの
　在職年月を参考値として青文字表示します。

※「職種」欄に登録の職種の経験期間を登録します。

⑦国籍・地域

プルダウンをクリックし、国籍・地域フォームより登録

※フォームの操作方法については13～17ページへ。
※労働者が外国人の場合のみ登録します。

⑧在留資格

プルダウンをクリックし、在留資格フォームより登録

※フォームの操作方法については13～17ページへ。
※労働者が外国人の場合のみ登録します。

8. 個人情報に登録の内容を反映するので、必要に応じて入力や修正をします。

各項目の入力規則は下部表をご参照ください。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

※ 

目次へ戻る↑
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項目名 入力規則等

①労災発生日
yyyy/mm/dd形式で半角数字で入力

※「本日」をクリックでデータ作成日を自動反映します。

②時分 hhmm形式で半角数字で入力 ※24時間制で表記します。(例：0910)

③休業見込・休業日数

半角数字で入力し「月」「週」「日」をプルダウンより選択

※死亡の場合は「死亡」にチェックを入れ、死亡日・時分を
　それぞれ入力します(入力規則は①②と同様)。

④傷病名
プルダウンをクリックし、傷病名フォームより登録

※フォームの操作方法については13～17ページへ。

⑤傷病部位
プルダウンをクリックし、傷病部位フォームより登録

※フォームの操作方法については13～17ページへ。

⑥被災地の所在地 全角で入力

9. 「災害内容」タブをクリックし、必要な内容を入力・選択します。

各項目の入力規則は下部表をご参照ください。

①

②

③

④

⑤

⑥

※ 

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　「被災者情報」タブ＞「生年月日」欄および、「災害内容」タブ＞

　　「労災発生日」欄の両方が入力済みの場合、年齢の参考値を

　　「被災者情報」タブ＞「生年月日」欄外へ表示します。
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10. 「災害発生状況及び原因」タブをクリックし、各項目ごとの詳細な状況

および原因を入力します。

※各項目の入力可能文字数は、項目名右側の「※〇〇文字以内」をご参照ください。

※すべての項目は必須項目ですが、記載する内容がない場合「なし」と記載して
　申請が可能です。

💡　ポイント

　　詳細を入力すると、現在入力している文字数を欄外右上に表示します。

　　入力文字数の参考としてください。

　　※改行を入力した場合も1文字として計上されます。

　　※入力フォーム内で改行する場合は「Ctrl+Enter」を押下してください。

目次へ戻る↑
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11. 「提出先・年月日等」タブをクリックします。

12. 「個人情報」をクリックし、「報告書作成者選択」フォームより

該当の従業員を選択し「OK」をクリックします。

※「リスト設定」で「在職者」「退職者」の表示切替が可能です。

※報告書作成者を社会保険労務士にする場合は「社労士にする」をクリックすると、

　「会社情報」＞電子申請タブで選択している申請者情報から氏名を反映します。

　詳細は「台帳　電子申請マニュアル初期設定編(23ページ)」をご参照ください。

※ 

目次へ戻る↑
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https://www.cells.co.jp/daityo-s/wp-content/uploads/manual/esyokinew.pdf#page=23
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💡　ポイント

　　従業員は「検索」よりキーワード検索が可能です。

　　検索する氏名の一部を入力し「検索」をクリックすると、下部に検索結果を

　　表示します。

　　対象の従業員をリストより選択し「OK」をクリックで、フォーム上に

　　個人情報を反映します。

13. 「報告書作成者 職名」欄に手順12(23ページ)で選択した従業員の

職名を入力します。

目次へ戻る↑
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15. 「事業者名」「職名」「氏名」欄は「会社情報」＞「基本データ」タブより､

「提出先労働局」は「会社情報」＞「労働保険」タブより該当する内容を

自動反映します。修正する場合は直接手入力で修正をします。

16. 「登録」→「OK」をクリックでこれまで入力した内容を様式シートに

反映します。

※引き続き電子申請をする場合は
　「3. 電子申請データの作成・送信(30～34ページ)」へ進みます。

※反映内容に修正がある場合は手順3～15(11～25ページ)よりデータの作成を
　やり直してください。

14. 「報告年月日」欄にデータ作成日を自動反映します。修正する場合は

直接手入力で修正をします。

※yyyy/mm/dd形式で半角数字で入力。

目次へ戻る↑
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➢ 様式シート画面の確認方法について

⑴ 欄外右上に申請種別を自動判定し表示します。

判定基準は「作成」＞「災害内容」タブ「休業見込・休業日数」を

参照しており、日数が3日までの場合「労働者死傷病報告(休業4日未満)」、

日数が4日以上または死亡の場合は「労働者死傷病報告(死亡及び

休業4日以上)」を表示します。

※プルダウンによる手動切り替えも可能です。

⑵ 「事業の種類(日本標準産業分類)」「職種(日本標準職業分類)」「傷病名」

「傷病部位」「国籍・地域」「在留資格」は登録フォームで選択した

分類コードを表示し、コードの内容は欄外に詳細を表示します。

※それぞれの項目ごとに共通のラベル色を配置しています。項目参照の際の目印と

　してください。

目次へ戻る↑



2.　死傷病報告の作成

27

2.2．保存データの作成・読込

1. 「保存データ」枠内の「作成」をクリックし、「保存」をクリックすると

作成した死傷病報告の保存データを作成します。

※既定のファイル名は「(作成日)+被災者名」ですが任意の名前に変更可能です。

2. 「保存データ」枠内の「読込」をクリックし、読み込みしたいデータを選択し

「読込」をクリックすると、様式画面に表示します。

※読み込みした内容で電子申請をする場合は、

　「3. 電子申請データの作成・送信(30～34ページ)」へ進みます。

作成済みの死傷病報告は保存データの作成と読み込みが可能です。

また、保存したデータは電子申請にも使用可能です。

目次へ戻る↑
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💡　ポイント

　　「保存データの読込」フォームでは保存データの検索や不要なデータの

　　削除も可能です。

　　

【検索】

【削除】

目次へ戻る↑
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1. 「現シート印刷」をクリックします。

2. メッセージを「OK」で進むと、Excelに設定のプリンタより出力します。

※プリンタの設定はMicrosoftのサポートサイト等でご確認ください。

控え用としてシートごと印刷が可能です。

※死傷病報告は電子申請が必須です。用紙申請はできませんのでご注意ください。

【出力イメージ】

目次へ戻る↑
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1. 「e-Gov」をクリックします。

2. 「提出先」が空欄または別支署の場合はプルダウンで選択します。

💡　ポイント

　　「提出先」に都道府県名を入力し「▼」をクリックすると労働局単位で

　　絞り込みが可能です。

目次へ戻る↑



3. 「申請者」「提出代行」のパスがあっているか確認します。

内容が違う場合はこちらを参考に「会社情報」＞「電子申請」タブの内容を

修正します。
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4. 「参照」をクリックし「略図」の画像データを添付します。

※「略図」の画像データについては「1. 事前準備」＞

 「1.2. 電子申請をする前に(9ページ)」をご参照ください。

5. その他の添付ファイルがある場合は「その他添付ファイル」をクリックし、

任意のファイルを添付します。

※「One Shot PDF」機能もご利用いただけます。機能詳細はこちら。

※添付可能なファイル形式は「PDF」「JPEG」「PNG」「DOC」「BMP」です。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151343385#h_01G744KHRJWB5H65BBC14Y8S8W
https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4414153368857
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6. 「電子申請データ作成」をクリックし「電子申請データを作成しますか？」は

「OK」をクリックします。

💡　ポイント

　　「略図」を添付していない場合、下記のメッセージが表示され、

　　電子申請データ作成ができません。

　　手順4(31ページ)で必ず「略図」の添付をしてください。

目次へ戻る↑
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9. Excelリボンメニューの「電子申請データ一覧」を開き、「送信」を

クリックします。

※「トークンの有効期限が切れています。」のメッセージが表示された場合は、

　こちらを参考にトークンを取得してください。

8. 「送信トレイに保存されました。作成したデータを電子申請しますか？」の

メッセージは「OK」をクリックします。

※別の電子申請データを作成しまとめて送信をおこなう場合は、「キャンセル」を

　クリックします。

7. Cellsドライブの従業員利用認証フォームが開いたら、ID/パスワードを

それぞれ入力し「ログイン」をクリックします。

※Cellsドライブの従業員利用認証設定はこちら。

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/9725440199065
https://www.cells.co.jp/daityo-s/wp-content/uploads/manual/quick1.pdf#page=11
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10. 「未送信トレイ」より作成した電子申請データを選択し「申請する」を

クリックします。

※添付ファイル容量が多い場合、複数選択して送信せずに1件で送信してください。

11. 電子申請送信後のデータ管理方法については

「電子申請送信後のデータ管理操作マニュアル」をご参照ください。

https://www.cells.co.jp/daityo-s/wp-content/uploads/manual/sinnseisitaato-nodtetakannri.pdf
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本マニュアルに記載された内容は予告なく変更されることがあります。

本マニュアルに掲載した画面表示、説明図などは、実際のものとは一部異なる場合があり

ますのでご了承ください。
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